
１．とちぎ米の種子について

主に「県・農業団体・米麦改良協会」が協力して、採種ほ場の面積・数量を決定し、県が指定した農家・ほ場で、
種子の生産が行われます。採種ほ場の管理のために様々な対策を行っていますが、その中の一つ、「ほ場審査」
(写真右)を紹介します。

ほ場審査は「種子法」に基づき、純粋性の確保(品種本来の特性を現す・異品種等が混入しない)を目的に行っ
ています。作業としては、実際にほ場に入り、目視で病気・変種等を見ていきます。出穂期(７～８月)と糊熟期
(９月頃)に審査が行われ、県内全部のほ場を一枚一枚丁寧に審査致します！

このような取り組みが優良種子の生産となり、安全で美味しいとちぎ米につながります。今年一年間、とちぎ
米をご愛顧頂きありがとうございました。来年もよろしくお願い致します。
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２．とちぎ米ニュース

今年も残り１か月。皆様、良いお年をお迎えください！

実行委員会と下野新聞社が主催する「とちぎの食肉祭り」に、本会も参加
しました。本会から畜産部が「とちぎゆめポーク入り豚汁」、米麦部は「とちむ
すび」を販売しました。バーベキューができるイベントだったため、「おにぎりが
食べたい！」というお客様が多く「とちむすび」は、あっという間に完売しまし
た！青空のもと多くの方に、とちぎ米・お肉を味わって頂けました♪
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とちぎの食肉まつり

12/2～3

栃木県内各地で、お米のPRを行いました！

米の品質維持において、稲の育成管理・米の検査・保管が重要です。それらと並んで
重要とされているのが、「優良種子の生産」と言われています。本県では「種子生産」にお
いて、どのような取り組みを行っているのか、ご紹介します！

（種子 合格見本） （消毒種子もみ） （ほ場審査 風景）

各日150セット各日150セット



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
※ 問合せ先 ※

◆内容に関するご意見、ご質問、ご感想も、是非お寄せください。
ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６１６－８８２０ ＦＡＸ：０２８－６１６－８８２８
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２．とちぎ米ニュース

JAまつり
IN JAはが野

11/23

３．とちぎ米イベント情報

次回のもぐもぐごはん部活動告知！

豪華！クリスマスディナー講座
クリスマスに作りたい＆食べたい料理を作りましょう！

日時：2017年12月21日 10：30～12：30
会場：福祉プラザ

☆入部希望の方は、 もぐもぐごはん部 で検索！
Facebookもやっていますのでぜひご覧になってください♪

10月下旬から順次、栃木県内でJAまつりが開催されております。JAはが野
のお祭りでは、「とちぎの星」の試食ブースが出展！雨にもかかわらず多くの方
にお越しいただき、「とちぎの星」の美味しさが伝わったと思います！！
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今回は、新米をメインにした料理教室を開催しました！用意した新米は、
「コシヒカリ」「なすひかり」「とちぎの星」の３種類。それぞれを食べ比べて、
感想を話し合いました。そして、ご飯のお供に作った常備菜はなんと８種
類！部員からレシピを募集してみんなで協力して作りました。
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新米を味わおう！
ご飯がすすんじゃう

常備菜作り♪
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